
著者に聞く

国立競技場の設計手法に学ぶ

ショップを開き、設計段階から継続
して取り組めたことは、国内では前例
のないことだったと思います。
─ワークショップでは、どのような議
論がありましたか。
　多くのテーマがありましたが、印象
的だったのは視覚障害者誘導用ブ
ロックに関する議論です。日本産業
規格（JIS）では高さ5㎜と定められて
いますが、車椅子やベビーカーを利
用する人、足が不自由な人から「つま
ずきやすい」などの声が出ました。
　そこで、高さ2.5㎜のブロックを用
意し、体験してもらいました。視覚障
害者が足裏で識別できるかなどを確
認した上で、採用を決めました。当事

国立競技場の竣工から間もなく6年。
建設過程におけるユニバーサルデザイ
ン関連の取り組みをまとめた書籍が、
建築物のバリアフリー設計のガイドラ
イン改正に合わせて出版された。（聞き
手は山﨑 颯汰）

─髙橋さんは国立競技場のプロ
ジェクトで、ユニバーサルデザインアド
バイザーを担当されていました。
　2015年に当初のザハ・ハディド案
が撤回された後、「世界最高水準の
ユニバーサルデザイン」を目指し、業
務要求水準について発注者に助言
してきました。重視したのは、基準や
数値の設定以上に、実際に施設を利
用する高齢者や障害者など様 な々立
場の利用想定者（当事者）の声を施
設に反映することでした。
　日本視覚障害者団体連合や日本
障がい者スポーツ協会など14の団
体の代表者と、設計者や施工者、発
注者が一堂に会して議論するワーク
ショップの場を設けました。設計図書
の内容について、「何が障害になりそ
うか」「どうすれば解決できるか」など
を共有しました。
　約3年半で、20回以上もワーク

者の声と体験を通じて、新しい解決
策を提示できた意義は大きかったと
思います。
─ユニバーサルデザインを進める
上で、これから設計者にはどのような
姿勢が求められますか。
　ユニバーサルデザインに関する基
準や数値は既に定められています
が、それを満たせばよいという姿勢で
は不十分です。
　25年5月30日に国土交通省が改
正した、バリアフリー設計に関するガ
イドラインには、国立競技場で得た
知見も反映されています。基準や数
値は今後も見直していくことになるで
しょう。だからこそ設計者には、当事
者の声を直接聞いて、基準の根拠や
背景まで理解してほしいです。
　多様化するニーズを施設に最大
限反映させることが、これからの設
計者の責務ではないでしょうか。
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